
は
じ
め
に

大
田
錦
城
（
１
）
と
『
中
庸
』
と
の
関
係
は
、
自
著
『
中
庸
原
解
』
の
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
自
序
に
、「
吾
七
歳
而
従
兄
伯
恒
受
読
此
書
。」
と
あ

る
よ
う
に
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）、
七
歳
の
時
に
始
ま
る
。
同
序
は
続
い
て
、「
童
子
何
知
。
又
唯
辨
句
読
耳
。
後
二
十
年
、
寛
政
辛
亥
、
作

中
庸
考
。」
と
、
そ
の
後
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
成
る
『
中
庸
考
』
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
錦
城
の
『
中
庸
』
注
釈
書
に
つ
い
て
は
、
こ

の
二
点
の
他
に
も
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
頃
に
『
中
庸
説
』、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
『
九
経
談
』
巻
四
所
収
「
中
庸
」
と
計
四
点
を
発

表
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
ら
注
釈
書
以
外
に
も
、
随
筆
等
自
著
や
知
友
に
宛
て
た
書
簡
等
に
『
中
庸
』
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
周
辺

資
料
か
ら
も
錦
城
の
『
中
庸
』
解
釈
は
窺
知
さ
れ
る
。

一
方
、
錦
城
は
『
中
庸
』
の
講
義
（
２
）

も
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
講
義
は
、
そ
の

講
説
が
門
人
の
一
人
伊
藤
忠
岱
（
３
）
に
よ
り
『
中
庸
聞
書
』
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
期
間
は
自
著
『
中
庸
原
解
』
の
成
立
時
期
で
も
あ
り
、
ま
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た
そ
の
他
の
『
中
庸
』
注
釈
書
は
既
に
発
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
と
講
義
内
容
と
を
照
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
錦
城
の
『
中
庸
』
研
究
に

つ
い
て
、
そ
の
解
釈
、
主
旨
を
総
括
で
き
よ
う
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
錦
城
の
『
中
庸
』
研
究
に
つ
い
て
整
理
し
、
そ
の
解
釈

に
つ
い
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
そ
の
端
緒
と
し
て
、
注
釈
資
料
は
も
と
よ
り
錦
城
の
『
中
庸
』
に
関
す
る
記

述
が
見
え
る
そ
の
他
の
周
辺
資
料
も
含
め
た
「
錦
城
『
中
庸
』
関
係
資
料
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
各
々
の
概
要
に
つ
い
て
整
理
し
、
次
に
各
資
料
に

お
け
る
「
中
庸
」
と
い
う
語
句
に
関
す
る
解
釈
、
ま
た
各
資
料
間
の
関
連
性
等
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

一
、
錦
城
『
中
庸
』
関
係
資
料

管
見
に
よ
れ
ば
、『
中
庸
』
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
錦
城
の
資
料
は
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）『
偽
学
辨
』
を
嚆
矢
と
し
、
以
下
、
文
政
五

年
（
一
八
二
二
）、
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に
門
人
伊
藤
忠
岱
に
よ
り
筆
記
さ
れ
た
講
義
録
『
中
庸
聞
書
』
二
点
の
計
十
二
点
が
あ
る
。
そ
れ
ら

錦
城
『
中
庸
』
関
係
資
料
に
つ
い
て
、
簡
略
な
が
ら
各
「
中
庸
」
解
釈
を
対
照
し
つ
つ
時
系
列
に
解
題
し
て
い
く
。
尚
、
中
庸
の
括
弧
表
記
に
つ

い
て
は
、『

』
は
文
献
を
示
し
、「

」
は
語
句
を
示
す
。

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
十
一
月
十
五
日
　
錦
城
二
十
三
歳

①
偽
学
辨
二
冊
（
４
）

本
書
は
、
天
明
七
年
、
錦
城
が
江
戸
を
離
れ
、
一
時
、
羽
生
・
真
言
宗
正
覚
院
に
滞
在
中
、
そ
の
僧
侶
尊
秀
よ
り
学
ん
だ
成
果
と
さ
れ
る
（
５
）
。
二

程
、
張

、
朱
熹
等
宋
学
者
の
「
道
器
」「
理
気
」「
性
情
」「
体
用
」
等
の
説
を
列
挙
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
錦
城
の
按
語
を
附
し
、
各
解
釈
や
そ

の
仏
老
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
批
評
し
て
い
る
。

本
書
に
お
け
る
『
中
庸
』
に
関
す
る
記
述
は
、「
性
命
」「
性
理
」
等
に
つ
い
て
論
じ
る
中
に
そ
の
経
文
が
例
証
と
し
て
引
用
さ
れ
、
そ
れ
ら
各

語
句
に
つ
い
て
の
錦
城
の
解
釈
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
い
自
ず
と
『
中
庸
』
に
お
け
る
各
語
の
解
釈
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。



天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
四
月
二
十
一
日
　
錦
城
二
十
四
歳

②
与
亀
田
公
龍
書
（
６
）

本
書
簡
は
、
錦
城
が
親
交
の
あ
っ
た
亀
田
鵬
斎
（
公
龍
）
に
対
し
送
っ
た
も
の
で
、
錦
城
の
第
一
の
『
中
庸
』
注
釈
書
『
中
庸
説
』
の
著
述
経

緯
が
詳
述
さ
れ
る
他
、
自
身
の
「
中
庸
」
説
も
披
露
さ
れ
て
い
る
。『
中
庸
説
』
著
述
経
緯
に
つ
い
て
は
、

僕
日
在
桂
山
坐
、
与
吉
資
坦
論
中
庸
之
義
、
指
示
喩
導
、
反
覆
再
三
、
彼
放
其
狂
言
、
不
敢
服
従
、
還
以
僕
為
異
端
邪
説
之
流
、
僕
深
自
恥
、

無
素
行
旧
学
之
以
取
信
於
人
、
却
蒙
此
暴
慢
焉
。
後
数
日
得
彼
中
庸
説
、
其
繚
綟
破
砕
、
戻
前
脩
之
成
説
、
迂
曲
遷
就
、
以
放
巳
之
妄
誕
、

其
説
固
不
足
致
遠
、
無
辨
而
可
矣
。
雖
然
、
使
一
俗
儒
逞
其
狂
言
、
所
於
心
不
安
也
。
因
徴
之
古
詳
論
二
徳
之
義
、
并
指
摘
彼
妄
、
作
中
庸

説
数
条
。（
傍
線
部
筆
者
。
以
下
同
。）

と
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
「
吉
資
坦
」
即
ち
吉
田
篁（
７
）の

存
在
が
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り
、
本
書
の
著
述
は
篁

が
多
紀
桂
山
（
元
簡
）
の
前
に

お
い
て
、
錦
城
の
「
中
庸
」
説
を
「
異
端
邪
説
之
流
」
と
批
判
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
そ
の
後
篁

の
「
中
庸
説
」
を
手
に
す
る
に
及
び

（「
後
数
日
得
彼
中
庸
説
」）、
自
身
の
「
中
庸
」
説
に
対
す
る
篁

の
批
判
に
反
駁
す
る
た
め
、
ま
た
篁

「
中
庸
説
」
の
誤
謬
を
指
摘
す
る

（「
指
摘
彼
妄
」）
た
め
に
『
中
庸
説
』
が
作
ら
れ
た
。

篁

が
批
判
し
た
説
と
は
、
傍
線
部
「
詳
論
二
徳
之
義
」
と
あ
る
「
中
庸
」
＝
「
二
徳
」
説
の
こ
と
で
あ
る
。「
二
徳
」
と
は
、
本
書
簡
中
に
、

「
夫
中
庸
者
二
徳
之
名
、
康
誥
中
徳
、
咸
有
一
徳
庸
徳
、
周
官
楽
徳
、
及
論
語
中
庸
之
所
載
明
矣
。
中
之
為
無
過
不
及
之
徳
者
、
三
年
問
、
喪
服

四
制
及
中
庸
之
所
反
覆
辨
説
明
矣
。」「
其
（
庸
）
為
経
久
不
易
之
徳
者
、
恒
卦
彖
象
伝
及
繋
辞
之
所
説
明
矣
。」
と
あ
る
よ
う
に
、「
中
」
を
「
無

過
不
及
之
徳
」、「
庸
」
を
「
経
久
不
易
之
徳
」
の
「
二
徳
」
と
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
他
、
本
書
簡
に
お
け
る
「
中
庸
」
説
は
、
前
掲
原
文
傍
線
部
三
項
の
他
、
大
別
す
れ
ば
「
庸
之
与
典
経
恒
常
彜
夷
相
通
者
…
」「
中
之
出

礼
義
者
…
中
者
所
以
行
礼
義
之
用
、
而
礼
義
者
所
以
教
中
之
具
、
諸
徳
諸
行
之
所
取
則
於
此
也
。」「
庸
者
仁
敬
孝
慈
之
諸
徳
、
所
以
一
定
不
移
、

始
終
勿
易
也
。」
と
計
六
項
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
各
々
根
拠
と
な
る
経
書
か
ら
の
引
用
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
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天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
四
月
二
十
一
日
以
前
　
錦
城
二
十
四
歳

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
八
月
十
八
日
校
訂
　
錦
城
二
十
五
歳

③
中
庸
説
（
８
）

本
書
が
成
立
に
至
る
背
景
、
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
与
亀
田
公
龍
書
」
に
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

内
容
に
つ
い
て
は
、「
与
亀
田
公
龍
書
」
に
「
因
徴
之
古
詳
論
二
徳
之
義
、
并
指
摘
彼
妄
、
作
中
庸
説
数
条
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
経
書
等
古
典

の
引
用
を
例
証
と
し
て
「
中
庸
」
＝
「
二
徳
」
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
「
中
者
無
過
不
及
之
徳
也
。」「
庸
者
恒
久
不
易
之
道
也
。

経
伝
所
謂
、
恒
常
経
典
彜
夷
皆
同
、
又
猶
祗
粛
寅
欽
之
於
敬
也
。」
等
「
与
亀
田
公
龍
書
」
と
重
複
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
。
経
文
に
関
し
て
は
、

第
一
章
「
天
命
謂
之
性
」「
喜
怒
哀
楽
之
未
発
謂
之
中
」
に
つ
い
て
の
解
釈
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

本
書
著
述
の
契
機
の
一
つ
「
指
摘
彼
妄
」
と
あ
る
篁

の
「
中
庸
説
」
に
対
す
る
反
駁
は
、
改
め
て
「
附
辨
吉
資
坦
中
庸
説
」
と
し
て
末
に
附

し
、
本
編
で
は
鄭
玄
、
程
朱
、
荻
生
徂
徠
の
各
「
中
庸
」
解
釈
を
批
判
の
対
象
と
し
て
い
る
（
９
）
。

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
四
月
二
十
一
日
以
前
　
錦
城
二
十
四
歳

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
八
月
十
八
日
校
訂
　
錦
城
二
十
五
歳

④
辨
吉
資
坦
中
庸
説

本
資
料
は
、
既
述
の
通
り
錦
城
が
篁

の
「
中
庸
説
」
の
誤
謬
を
指
摘
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
自
著
『
中
庸
説
』
末
に
附
さ
れ
て

い
る
。
篁

「
中
庸
説
」
の
中
か
ら
「
中
和
」（
第
一
章
「
致
中
和
、
天
地
位
焉
、
万
物
育
焉
。」）
と
「
中
庸
」（
第
二
章
初
出
以
降
重
出
）
に
関

す
る
解
釈
十
六
箇
所
を
抄
出
し
、
そ
れ
に
対
し
て
各
々
経
書
等
を
例
証
と
し
た
自
身
の
解
釈
を
用
い
て
論
駁
し
て
い
る
。
篁

の
「
中
庸
説
」
に

つ
い
て
は
、「
与
亀
田
公
龍
書
」
に
も
「
得
彼
中
庸
説
」
と
記
し
て
い
る
が
、
現
在
、
蔵
書
目
録
、
及
び
篁

の
著
述
目
録
等
各
種
目
録
の
類
に

著
録
は
無
く
現
存
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
そ
の
全
容
は
知
れ
ず
、
本
説
か
ら
そ
の
内
容
を
推
測
す
る
の
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
換
言
す
れ
ば
、
本

資
料
の
抄
出
箇
所
と
そ
れ
に
対
す
る
論
駁
内
容
に
よ
り
、
篁

の
「
中
庸
説
」
の
梗
概
を
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。



そ
れ
ら
篁

「
中
庸
説
」
の
原
状
、
ま
た
錦
城
と
篁

と
の
『
中
庸
』
各
解
釈
の
相
違
等
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
考
察
す
る
こ
と

と
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
そ
の
一
端
を
挙
げ
る
。

元
来
、
錦
城
の
篁

に
対
す
る
批
判
は
、「
中
和
」「
中
庸
」
に
お
け
る
解
釈
の
相
違
に
よ
る
。
そ
の
相
違
を
一
言
す
れ
ば
、
錦
城
が
両
者
を
同

義
と
す
る
こ
と
に
対
し
、
篁

は
別
義
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
関
す
る
記
述
を
列
挙
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
番
号
に
続
く
一
文

は
、
錦
城
が
篁

「
中
庸
説
」
を
抄
出
し
た
通
り
の
記
述
で
、
続
い
て
該
箇
所
に
つ
い
て
の
錦
城
の
論
考
で
あ
る
。
尚
、
番
号
は
抄
出
順
、
波
線

部
は
篁

の
説
、
傍
線
部
は
同
説
に
対
照
す
る
錦
城
の
説
、
及
び
篁

説
に
対
す
る
反
駁
で
あ
る
。

１
「
中
庸
之
義
、
自
孔
鄭
諸
先
儒
（
止
）
以
説
中
庸
之
徳
之
義
、
猶
似
未
尽
焉
。」

夫
中
和
者
二
徳
之
名ア

、
周
官
太
司
楽
職
所
載
明
矣
。
…
是
礼
楽
者
所
以
教
中
和
之
具
、
而
中
和
者
、
所
以
制
礼
楽
之
用イ

也
。
今
直
指
中
和
為

雫
雫
雫
雫

説
礼
之
語

雫
雫
雫
雫ウ
、
則
浅
陋
甚
矣
。
且
似
中
和
之
中
、
与
中
庸
之
中
為
別
義

雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫エ
。
…
資
坦
宜
就
此
而
自
知
其
説
之
謬
也
。

２
「
大
抵
考
世
儒
論
礼
之
言
云
（
止
）
謂
上
下
昭
、
政
化
理
也
。」

中
和
之
徳
、
中
之
出
于
礼
、
和
之
出
于
楽
、
古
之
通
義
也
。
和
又
古
偏
言
之
、
而
為
礼
之
用
者
、
多
有
之
。
…
中
和
之
徳
、
出
于
礼
楽
者
明オ

矣
。
先
儒
氏
直
以
為
制
礼
之
言
、
則
有
未
尽
焉
。
雖
然
、
論
中
和
中
庸
之
徳
、
而
推
及
礼
固
其
所
也
。
資
坦
則
謂
唯
此
中
和
者
、
説
礼
賛
礼

雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫

之
言
雫
雫
、
而
二
章
以
下
中
庸
者
是
正
中
之
義

雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫カ
、
破
砕
支
離
臆
説
甚
矣
。

３
「
此
中
和
之
一
章
、
為
賛
礼
之
言
也
（
止
）
豈
可
望
于
民
徳
哉
。」

資
坦
以
謂
中
和
者
聖
人
制
礼
之
道
、
非
民
之
徳
也

雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫キ
。
誤
哉
。
…
中
庸
開
巻
、
第
一
之
中
、
礼
之
義
、
而
非
中
庸
之
中
、
二
章
以
後
、
始
及
中

雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫
雫

庸
之
中

雫
雫
雫ク

、
則
失
結
撰
之
体
、
且
支
離
錯
雑
。

７
「
竊
思
索
中
庸
之
徳
之
義
、
稽
諸
易
文
言
（
止
）
無
復
余
蘊
矣
。」

夫
中
字
之
義
、
至
於
仲
尼
燕
居
、
三
年
問
、
喪
服
四
制
、
其
解
明
矣
。
庸
字
之
義
、
至
於
周
易
恒
卦
彖
象
、
仲
尼
辨
得
昭
皙
矣
。
他
易
中
説

中
正
者
多
矣
。
…
果
不
知
文
言
何
以
解
中
、
何
以
解
庸
、
而
二
字
之
義
、
尽
于
此
乎
。
可
疑
之
甚ケ

。
…
資
坦
之
学
、
拘
泥
註
疏
之
腐
説
、
而
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不
知
経
言
相
證
、
而
義
理
自
通
之
術
、
今
遇
欲
效
其
、
為
還
為
此
拙
劣コ

。

８
「
拠
此
観
之
、
中
之
為
言
、
正
中
之
謂
也
。
非
中
和
之
謂
也
（
止
）
所
謂
皇
極
者
、
亦
帝
王
正
中
之
道
也
。」

夫
中
和
之
中
、
正
中
之
中
、
中
庸
之
中
、
皆
是
一
同
之
中
、
本
無
意
義
之
別
、
曰
中
、
曰
和
、
曰
正
、
曰
庸
、
皆
是
徳
之
名サ

、
而
重
言
之
耳
。

…
亦
各
異
其
義

雫
雫
雫
雫シ
乎
。
紕
謬
之
甚
、
古
未
見
其
比
、
読
至
於
此
、
不
覚
失
笑
、
彼
未
解
中
字
之
義
。

ま
ず
、
篁

の
「
中
和
」「
中
庸
」
解
釈
を
見
る
と
、「
中
和
」
は
「
説
礼
之
語
」（
１
ウ
）「
説
礼
賛
礼
之
言
」（
２
カ
）、
ま
た
「
聖
人
制
礼
之

道
」
と
し
て
「
民
之
徳
」
で
は
な
い
と
す
る
（
３
キ
）。
そ
し
て
そ
の
「
中
」
は
「
礼
之
義
」
で
あ
り
、「
中
庸
」
の
「
中
」
で
は
な
く
、
第
二
章

以
降
に
始
め
て
「
中
庸
」
の
「
中
」
に
及
ぶ
と
し
た
（
３
ク
）。
そ
し
て
第
二
章
以
降
の
「
中
庸
」
の
「
中
」
は
「
正
中
之
義
」（
２
カ
）
と
し
て
、

「
中
和
」「
中
庸
」
の
各
「
中
」
を
別
義
と
す
る
（
１
エ
）。
そ
れ
に
対
し
錦
城
は
、
始
め
に
「
中
和
」
を
「
二
徳
之
名
」（
１
ア
）
と
解
す
る
。
そ

し
て
「
礼
楽
」
は
「
所
以
教
中
和
之
具
」
で
あ
り
「
中
和
」
は
「
所
以
制
礼
楽
之
用
」（
１
イ
）
と
し
て
、「
中
和
之
徳
」
は
「
礼
楽
」
よ
り
出
る

も
の
と
す
る
（
２
オ
）。
ま
た
「
中
和
」「
正
中
」「
中
庸
」
の
「
中
」
は
全
て
意
義
の
別
が
無
く
、「
中
」「
和
」「
正
」「
庸
」
は
全
て
「
徳
」
の

名
と
し
て
同
義
と
し
た
（
８
サ
）。
よ
っ
て
、「
中
和
」
＝
「
中
庸
」、
さ
ら
に
は
「
中
和
者
二
徳
之
名
」（
１
ア
）
に
通
じ
、「
中
庸
」
＝
「
二
徳
」

説
と
な
る
。

ま
た
、「
中
庸
」
と
い
う
語
句
を
『
周
易
』
文
言
伝
か
ら
出
た
も
の
と
す
る
篁

に
対
し
て
錦
城
は
、「
中
」
即
ち
「
無
過
不
及
之
徳
」
は
『
礼

記
』
仲
尼
燕
居
、
三
年
問
、
喪
服
四
制
に
、「
庸
」
即
ち
「
経
久
不
易
之
徳
」
は
『
周
易
』
恒
卦
彖
伝
象
伝
に
そ
の
解
は
明
ら
か
で
、
文
言
伝
か

ら
と
す
る
の
は
「
可
疑
之
甚
」（
７
ケ
）
と
す
る
。

こ
の
他
、
篁

の
『
中
庸
』
各
解
釈
に
つ
い
て
は
逐
一
反
駁
し
、
そ
れ
ら
批
難
の
語
を
挙
げ
れ
ば
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
資
坦

之
学
、
拘
泥
註
疏
之
腐
説
、
…
」（
８
コ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
篁

の
研
究
方
法
に
及
ぶ
。
し
か
し
錦
城
は
、
篁

に
対
し
て
そ
の
よ
う
に
「
中

庸
」
解
釈
、
ま
た
そ
の
他
学
説
、
学
問
方
法
論
に
も
相
違
は
あ
ろ
う
が
、
本
説
末
に
「
資
坦
英
敏
、
天
下
希
比
、
而
為
此
情
態
者
、
何
邪
。
蓋
其

党
漢
学
之
私
、
以
昧
其
明
智
、
而
不
自
知
其
至
此
乎
。
是
亦
可
惜
之
甚
。」
と
あ
り
、
そ
の
能
力
に
つ
い
て
は
認
め
て
い
る
面
も
あ
る
（
10
）
。
そ
れ
が



た
め
に
一
層
、
批
判
が
噴
出
し
た
も
の
と
も
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
錦
城
と
篁

の
学
問
的
態
度
、
方
法
、
ま
た
学
説
等
学
問
全
般
を
詳
細
に

比
較
す
る
こ
と
は
、
同
時
代
の
日
本
漢
学
の
動
向
と
も
密
接
に
関
係
し
て
く
る
と
思
わ
れ
、
今
後
よ
り
詳
細
に
追
究
し
て
い
き
た
い
。

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
八
月
二
十
四
日
至
寛
政
四
年
九
月
六
日
　
錦
城
二
十
七
歳
至
二
十
八
歳

⑤
荻
生
徂
徠
『
中
庸
解
』
書
入
（
11
）

錦
城
旧
蔵
徂
徠
『
中
庸
解
』
宝
暦
三
年
刊
本
に
は
、
表
紙
に
「
中
庸
考
　
草
本
」
と
錦
城
自
筆
の
題
簽
が
附
さ
れ
、
表
紙
裏
か
ら
そ
れ
に
続
く

白
葉
、
そ
し
て
本
文
眉
欄
行
間
、
さ
ら
に
末
白
葉
か
ら
裏
表
紙
裏
に
か
け
て
、
錦
城
の
詳
密
な
書
入
が
あ
る
。
書
入
は
数
期
に
亙
る
も
の
で
、
そ

れ
ら
の
書
入
時
期
に
よ
り
概
ね
二
種
に
大
別
さ
れ
る
。

一
つ
は
、「
中
庸
考
　
草
本
」
と
題
簽
に
も
あ
る
よ
う
に
、
後
に
『
中
庸
考
』
或
い
は
『
中
庸
考
草
』
と
し
て
一
書
に
整
理
さ
れ
る
眉
欄
行
間

の
書
入
（
以
下
略
『
中
庸
考
』
草
稿
）
で
、
散
見
す
る
年
次
記
事
に
よ
れ
ば
、
寛
政
三
年
八
月
か
ら
四
年
三
月
の
七
ヶ
月
に
か
け
て
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
書
入
年
代
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
そ
の
筆
跡
に
よ
り
『
中
庸
考
』
草
稿
よ
り
後
筆
の
書
入
で
あ
る
。

後
筆
書
入
に
つ
い
て
は
、
眉
欄
行
間
に
『
中
庸
考
』
草
稿
と
混
在
す
る
も
の
の
他
、「
性
道
教
章
」
と
題
し
て
主
に
『
中
庸
』
第
一
章
の
注
釈

が
、
末
白
葉
か
ら
裏
表
紙
裏
、
続
い
て
第
一
丁
前
白
葉
、
そ
し
て
表
紙
裏
に
か
か
る
一
面
に
あ
る
。
こ
れ
は
後
の
文
政
四
年
頃
成
立
（
12
）
『
中
庸
原
解
』

第
一
章
注
釈
、
ま
た
一
部
は
文
政
五
年
成
立
自
著
『
大
学
原
解
』
の
記
述
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
そ
れ
は
眉
欄
行
間
書
入
に
つ
い
て
も
同
様
に
し
て
、

『
中
庸
原
解
』
或
い
は
『
大
学
原
解
』
と
の
一
致
は
多
見
す
る
。
但
し
、
書
入
と
二
書
著
録
内
容
に
は
相
互
に
増
減
が
あ
り
、
ま
た
注
釈
の
記
載

順
に
は
大
き
く
異
同
が
あ
る
。
一
般
に
、
書
物
を
白
紙
に
転
写
す
る
場
合
、
そ
の
記
載
通
り
に
書
写
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
書
入

に
つ
い
て
は
、
自
著
『
原
解
』
二
書
の
草
稿
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
れ
ら
後
筆
書
入
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
書
入
中
に
「
九
経
談
詳

之
」
と
の
記
述
が
あ
る
た
め
、
書
入
は
『
九
経
談
』
が
成
立
す
る
享
和
四
年
（
一
八
〇
四
）
以
降
『
中
庸
原
解
』
が
成
立
す
る
文
政
四
年
（
一
八

二
一
）
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
二
種
の
書
入
か
ら
察
す
る
に
、
錦
城
は
『
中
庸
』
研
究
に
際
し
て
、
こ
の
徂
徠
『
中
庸
解
』
を
座
右
の
書
の
一
つ
、
ま
た
研
究
ノ
ー
ト
と
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し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
第
一
の
書
入
に
よ
り
『
中
庸
考
（
草
）』
を
成
し
、
そ
の
後
も
同
じ
く
徂
徠
『
中
庸
解
』
に
書
入
を
続
け
、
そ

れ
ら
は
『
中
庸
原
解
』
の
一
部
と
な
っ
た
。
一
方
、
そ
れ
ら
の
書
入
の
中
に
は
、『
中
庸
考
（
草
）』『
中
庸
原
解
』
或
い
は
『
九
経
談
』
等
錦
城

の
著
述
の
い
ず
れ
に
も
著
録
さ
れ
て
い
な
い
書
入
も
あ
る
た
め
、
書
入
か
ら
成
書
本
へ
の
選
択
基
準
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
錦
城
の
『
中
庸
』

解
釈
の
研
究
状
況
、
過
程
が
推
測
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
こ
の
『
中
庸
解
』
錦
城
手
択
本
は
、
錦
城
の
『
中
庸
』
研
究
の
過
程
を
辿

る
上
で
重
視
す
べ
き
資
料
と
言
え
よ
う
。

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
八
月
二
十
四
日
至
寛
政
四
年
九
月
六
日
以
降
　
錦
城
二
十
七
歳
至
二
十
八
歳

⑥
中
庸
考
（
草
）

本
書
は
、
錦
城
が
寛
政
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
荻
生
徂
徠
『
中
庸
解
』
に
記
し
た
書
入
を
草
稿
と
し
た
も
の
で
、
成
書
本
に
は
「
中
庸
考
草
」

「
中
庸
考
」
二
種
の
書
名
が
別
行
し
て
い
る
（
13
）
。
い
ず
れ
も
『
中
庸
解
』
書
入
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
「
中
庸
考
」
系
本
巻
頭

に
は
『
中
庸
解
』
書
入
に
は
無
い
『
中
庸
』
の
文
献
解
題
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
ま
ず
「
中
庸
考
草
」
と
し
て
整
理
さ
れ
、
増
補
の
後
に

「
中
庸
考
」
と
し
て
成
立
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
中
庸
考
草
」「
中
庸
考
」
い
ず
れ
に
し
て
も
錦
城
の
自
筆
本
の
現
存
は
確
認
さ
れ
ず
、

ま
た
各
諸
本
（
14
）
の
書
写
年
代
も
明
確
な
も
の
は
少
な
く
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
『
中
庸
考
』
巻
頭
の
文
献
解
題
は
、
享
和
四
年
（
一
八

〇
四
）
に
成
立
す
る
『
九
経
談
』
巻
四
「
中
庸
」
巻
頭
部
分
と
ほ
ぼ
同
一
内
容
で
あ
る
が
、
同
本
と
「
中
庸
考
」
系
本
と
の
著
述
前
後
関
係
に
つ

い
て
も
判
断
し
難
い
。
尚
、
成
立
年
、
書
名
に
つ
い
て
は
、
錦
城
の
『
中
庸
原
解
』
自
序
に
、「
寛
政
辛
亥
、
作
中
庸
考
。」
と
あ
り
、
寛
政
三
年

に
「
中
庸
考
」
を
作
っ
た
と
す
る
が
、「
中
庸
考
草
」「
中
庸
考
」
い
ず
れ
も
、
翌
四
年
の
『
中
庸
解
』
へ
の
書
入
も
著
録
さ
れ
て
い
る
。

内
容
に
つ
い
て
は
、『
中
庸
原
解
』
序
に
ま
た
、「
纂
録
経
伝
之
文
、
可
以
徴
本
文
者
、
其
所
解
釈
、
則
取
諸
家
之
長
、
而
参
以
愚
得
之
一
焉
、

自
以
為
略
窺
古
人
之
微
意
矣
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
今
の
文
献
、
諸
家
諸
注
か
ら
の
引
用
を
列
挙
し
、
処
々
自
身
の
按
語
を
附
す
と
い
う
体
式

で
、「
中
庸
」
の
定
義
、
及
び
経
文
に
つ
い
て
解
釈
し
て
い
る
。

「
中
庸
」
解
釈
に
つ
い
て
は
、「
中
者
無
過
不
及
之
徳
」「
庸
者
経
久
不
易
之
徳
」「
中
庸
二
者
聖
賢
所
重
」「
庸
恒
常
彜
夷
経
典
同
」「
中
衷
同
」



「
中
庸
之
徳
」「
中
之
道
」「
中
礼
義
教
中
之
具
」
等
計
八
項
が
箇
条
書
き
に
さ
れ
、
各
々
例
証
と
な
る
引
用
を
列
挙
し
、
従
来
通
り
基
本
的
に

「
中
庸
」
＝
「
二
徳
」
説
が
採
ら
れ
て
い
る
。
殊
に
「
与
亀
田
公
龍
書
」
と
は
、
そ
の
八
項
と
同
様
の
記
述
が
あ
る
な
ど
そ
の
大
要
が
一
致
す
る
。

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

錦
城
四
十
歳

⑦
九
経
談
巻
四
所
収
「
中
庸
（
15
）
」

『
九
経
談
』
巻
四
に
所
収
さ
れ
る
「
中
庸
」
は
全
八
十
二
条
か
ら
成
り
、
そ
の
構
成
は
、
始
め
に
文
献
解
題
、
次
に
「
中
庸
二
字
詳
説
」
と
題

し
て
「
中
庸
」
に
関
す
る
解
釈
、
続
い
て
経
文
の
注
釈
と
な
る
。

「
中
庸
」
解
釈
に
つ
い
て
は
、「
中
者
無
過
不
及
之
徳
」「
庸
者
経
久
不
易
之
徳
」「
中
者
無
過
不
及
之
徳
」「
庸
者
経
久
不
易
之
徳
」「
庸
恒
常
彜

経
典
六
字
同
義
」「
中
庸
二
徳
之
名
」「
中
庸
是
諸
徳
之
則
也
」「
中
庸
諸
徳
之
則
、
而
礼
義
教
中
之
具
」
等
々
と
、『
中
庸
考
（
草
）』
と
の
相
似

が
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
他
、『
中
庸
』
と
い
う
書
名
の
由
来
の
条
に
お
い
て
は
、「
其
詳
見
于
予
之
中
庸
考
」
と
し
て
、
詳
述
を
『
中
庸
考
（
草
）』

に
譲
っ
て
い
る
。
経
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
の
語
句
に
つ
い
て
の
注
釈
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
『
中
庸
考
（
草
）』
と
概
ね
一
致
す

る
。

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
六
月
二
十
五
日
　
錦
城
四
十
九
歳

⑧
梧
窓
漫
筆
初
編
二
巻
後
編
二
巻
三
編
二
巻

初
編
荒
井
尭
民
校
文
政
六
年
序
刊
、
後
編
同
前
校
文
政
七
年
序
刊
、
三
編
塘
它
山
編
録
天
保
十
一
年
刊
。

本
書
は
、
元
来
「
畏
天
録
」「
知
命
録
」「
畏
聖
録
」「
啓
廸
録
」
と
題
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
後
に
門
人
達
に
よ
る
校
、
編
録
に
よ
り
『
梧
窓
漫

筆
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
随
筆
で
あ
る
（
16
）
。
学
問
の
要
諦
、
修
身
斉
家
の
道
に
関
し
て
論
じ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
経
学
、
宋
学
、
詩
文
、
及

び
そ
れ
ら
日
中
各
学
者
等
学
問
に
関
す
る
こ
と
か
ら
古
今
の
治
乱
、
社
会
風
俗
等
道
徳
的
な
こ
と
ま
で
多
岐
に
亙
る
。
そ
れ
ら
を
論
じ
る
上
で
多

く
の
文
献
が
引
用
さ
れ
、
そ
の
中
に
『
中
庸
』
も
散
見
す
る
。

本
書
に
お
け
る
『
中
庸
』
に
関
す
る
記
述
は
、「
慎
独
」「
仁
」
等
『
中
庸
』
所
載
語
句
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
る
際
に
、
ま
た
そ
の
他
諸
事
に
関
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し
て
論
じ
る
際
に
参
考
、
例
証
と
し
て
引
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
直
接
そ
の
経
文
に
つ
い
て
解
釈
す
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
は
な
い
が
、
各
論
証
の
中
で
錦
城
の
『
中
庸
』
解
釈
が
窺
知
さ
れ
る
。

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
十
一
月
五
日
　
錦
城
五
十
七
歳

⑨
伊
藤
忠
岱
『
中
庸
莚
撞
（
17
）
』
錦
城
序

本
序
は
、「
中
者
、
何
也
。
無
過
不
及
也
。
無
偏
倚
也
。
庸
者
、
何
也
。
恒
久
也
。
不
易
也
。
知
過
不
及
之
為
悪
、
則
中
之
善
可
知
也
已
。
知

偏
倚
之
為
悪
、
則
中
之
善
可
知
也
已
。
然
則
行
善
之
不
易
者
、
是
中
庸
也
。」
と
始
ま
る
よ
う
に
、
錦
城
の
「
中
庸
」
解
釈
が
大
半
を
占
め
る
。

そ
の
中
で
錦
城
は
、
新
た
に
発
明
し
た
「
中
庸
」
説
を
述
べ
る
な
ど
、
そ
れ
ら
は
他
者
の
著
書
に
寄
せ
た
序
と
い
う
域
を
超
え
た
も
の
と
も
言
え

よ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
序
に
「
予
近
草
中
庸
原
解
、
既
成
板
本
、
未
成
。」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
「
中
庸
」
解
釈
は
、
本

来
、
先
に
草
稿
が
成
っ
て
い
た
自
著
『
中
庸
原
解
』
に
お
い
て
発
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
原
稿
は
完
成
し
て
い
な
が
ら
未
だ
刊
行
に
至

ら
な
か
っ
た
た
め
、
門
人
の
序
を
借
り
て
、「
中
庸
」
に
つ
い
て
の
新
た
な
発
明
を
い
ち
早
く
公
表
し
た
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て

本
序
は
さ
ら
に
『
中
庸
原
解
』
に
も
転
載
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
錦
城
の
新
た
な
「
中
庸
」
説
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
『
中
庸
原
解
』
に
本
序
を
引
く
際
、「
中
庸
二

字
、
与
誠
一
字
、
其
義
相
通
。
是
古
人
之
所
不
言
。
予
近
序
信
濃
門
人
伊
藤
忠
岱
中
庸
莚
撞
、
略
言
其
義
。
今
附
録
于
此
。」
と
し
て
い
る
よ
う

に
、「
中
庸
」
を
「
誠
」
と
通
じ
る
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。「
誠
者
、
何
也
。
情
実
無
偽
也
。
内
外
一
致
也
。
陰
陽
不
易
也
。
閑
居
独
処
、
稠
人
広

坐
、
行
善
之
不
易
者
、
是
誠
也
。」
と
し
、「
中
庸
者
、
行
善
之
恒
一
不
易
也
。
誠
者
、
行
善
之
純
一
不
已
也
。
然
則
中
庸
二
字
、
乃
誠
之
一
字
也
。

誠
之
一
字
、
乃
中
庸
二
字
也
。」
と
し
て
、「
誠
」
も
「
中
庸
」
も
「
善
を
変
わ
ら
ず
に
行
う
こ
と
」
と
解
し
て
い
る
。

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）

錦
城
五
十
八
歳

⑩
中
庸
原
解
三
巻
（
18
）

本
書
の
著
述
動
機
、
成
立
過
程
、
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
、
文
政
五
年
自
序
に
詳
し
く
明
快
で
、



…
寛
政
辛
亥
、
作
中
庸
考
。
…
唯
於
未
発
已
発
之
中
、
別
無
所
発
明
。
…
自
是
以
後
、
専
力
於
詩
書
易
論
孟
、
略
得
其
要
領
。
於
其
疑
難
之

義
、
皆
得
其
解
。
又
明
其
理
。
雖
然
、
此
未
発
已
発
之
中
、
則
未
免
有
疑
也
。
常
往
来
於
心
目
之
間
、
不
敢
忘
也
。
…
庚
辰
之
秋
、
帰
自
京
師
、

与
児
敦
、
講
中
庸
孟
子
大
義
。
於
未
発
已
発
、
得
水
火
一
喩
焉
。
自
謂
、
是
確
然
実
理
、
可
以
解
千
古
之
紛
矣
。
…
今
茲
壬
午
春
夏
、
羸
疾
在
牀
、

永
日
無
事
。
出
中
庸
考
於
敗

中
、
而
料
理
之
、
忽
然
而
悟
発
中
之
為
射
辞
、
以
射
喩
道
矣
。
…
夏
秋
之
交
、
疾
少
間
、
乃
整
理
旧
考
、
改
名
中

庸
原
解
。
…
全
編
之
説
、
多
旧
考
之
所
得
也
。
今
有
刪
略
之
者
、
又
有
増
補
之
者
。
唯
於
未
発
已
発
之
義
、
則
旧
考
与
新
得
、
雑
然
出
之
。
或
恐

読
者
之
易
惑
。
故
今
以
新
得
之
義
、
首
掲
篇
端
。
以
告
後
之
学
者
。

と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
錦
城
は
ま
ず
寛
政
三
年
（「
辛
亥
」
一
七
九
一
）『
中
庸
考
（
草
）』
を
作
る
が
、「
未
発
」「
已
発
」
に
つ
い
て
は
長

年
疑
問
が
残
り
懸
念
し
て
い
た
。
そ
れ
が
文
政
三
年
（「
庚
辰
」
一
八
二
〇
）、
三
男
敦
（
晴
軒
）
と
『
中
庸
』
講
義
を
す
る
に
及
び
解
明
さ
れ
、

さ
ら
に
同
五
年
（「
壬
午
」
一
八
二
二
）
初
夏
、
敗

中
に
あ
っ
た
『
中
庸
考
』
を
処
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
「
発
中
之
為
射
辞
、
以
射
喩
道
」
を

悟
り
、
同
年
初
秋
、
そ
れ
を
整
理
し
『
中
庸
原
解
』
と
改
名
し
た
。
多
く
は
「
旧
考
」
即
ち
『
中
庸
考
（
草
）』
か
ら
得
た
説
で
あ
る
が
、
た
だ

「
未
発
」「
已
発
」
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
発
明
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
同
書
の
著
録
内
容
と
区
別
す
る
た
め
、
首
に
「
附
録
」
と
し
て
別
掲
し
て

い
る
。
一
方
、「
発
中
之
為
射
辞
、
以
射
喩
道
」
に
つ
い
て
は
、
同
自
序
前
半
に
説
か
れ
、「
中
庸
」
の
「
中
」
を
射
術
に
お
け
る
「
中
」
と
同
義

と
し
、
射
術
を
比
喩
と
し
て
解
し
て
い
る
（
19
）
。
そ
の
他
の
解
釈
全
般
に
つ
い
て
は
、『
中
庸
考
（
草
）』
を
基
礎
と
し
て
い
る
た
め
、
引
用
文
献
、
及

び
そ
の
引
用
等
一
致
す
る
箇
所
が
多
見
す
る
こ
と
は
必
然
と
し
て
、
同
書
と
著
録
内
容
が
相
似
す
る
『
九
経
談
』
と
も
自
ず
と
一
致
す
る
箇
所
が

多
い
。『
九
経
談
』
に
お
け
る
各
解
釈
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
お
い
て
も
多
数
引
い
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、「
凡
九
経
談
所
載
、

今
皆
闕
之
。
厭
其
重
複
也
。」
と
し
て
、「
詳
見
于
九
経
談
」
等
と
し
て
、『
九
経
談
』
を
参
照
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

ま
た
、「
未
発
」「
已
発
」
の
他
、「
中
庸
」
解
釈
に
つ
い
て
も
新
た
な
発
展
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
伊
藤
忠
岱
『
中
庸
莚
撞
』
序
に
お
い
て
既
述

の
通
り
、「
中
庸
」
を
「
誠
」
と
通
じ
る
と
解
釈
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、「
是
古
人
之
所
不
言
」
と
し
て
、
自
身
が
初
め
て
提

唱
し
た
説
と
自
負
す
る
よ
う
に
、
錦
城
に
と
っ
て
喧
伝
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
、
同
序
を
転
載
し
て
い
る
。
解
釈
と
し
て
は
新
た
な
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発
明
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
解
釈
に
際
し
て
も
決
し
て
錦
城
の
独
断
論
で
は
な
く
、「
誠
者
、
何
也
。
情
実
無
偽
也
。
内
外
一
致
也
。
…
是
誠

也
。
戴
徳
所
記
、
文
王
官
人
曰
、
外
内
不
合
、
陰
陽
克
易
者
、
非
誠
者
也
。
誠
之
純
一
不
易
、
先
秦
之
人
、
既
能
言
之
。」
と
あ
る
よ
う
に
、『
大

戴
礼
記
』
を
根
拠
と
し
て
、
従
来
通
り
古
典
に
基
づ
く
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
八
月
十
三
日
　
錦
城
五
十
八
歳

⑪
大
田
錦
城
講
説
伊
藤
忠
岱
筆
記
『
中
庸
聞
書
』
文
政
五
年
清
書
本
（
20
）
（
以
下
略
文
政
五
年
本
）

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
七
月
　
錦
城
没
後

⑫
大
田
錦
城
講
説
伊
藤
忠
岱
筆
記
『
中
庸
聞
書
』
文
政
十
二
年
清
書
本
（
21
）
（
以
下
略
文
政
十
二
年
本
）

文
政
四
年
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
『
中
庸
』
講
義
（
22
）
の
伊
藤
忠
岱
に
よ
る
講
義
録
『
中
庸
聞
書
』
は
、
文
政
五
年
と
同
十
二
年
の
二

度
清
書
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
二
点
現
存
す
る
。

文
政
五
年
本
は
、
忠
岱
の
聞
書
と
同
門
加
川
隆
禮
が
筆
記
し
た
聞
書
と
を
合
わ
せ
て
清
書
さ
れ
た
も
の
で
（
23
）
、
文
政
十
二
年
本
は
そ
れ
を
増
補

し
、
さ
ら
に
体
裁
を
整
え
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
記
述
は
和
漢
混
合
文
の
「
〜
ナ
リ
」
文
体
で
あ
る
た
め
、
基
本
的
に
は
講
義
時
の
錦
城
の

講
説
通
り
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

構
成
、
体
裁
、
及
び
内
容
に
つ
い
て
。
文
政
五
年
本
は
不
分
巻
で
、
始
め
に
「
中
庸
」
に
つ
い
て
の
解
釈
、
続
い
て
経
文
の
注
釈
と
な
る
。
経

文
に
対
し
て
傍
注
的
に
小
字
で
記
載
さ
れ
る
各
注
釈
中
に
は
各
種
文
献
か
ら
の
引
用
が
散
見
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
経
文
各
分
段
末
に
改
め
て
一
括

し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
（
24
）
。
こ
れ
ら
各
種
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
錦
城
の
『
中
庸
考
』『
中
庸
原
解
』、
或
い
は
『
九
経
談
』
等
錦
城
の
既
存
の
注
釈

書
と
一
致
す
る
た
め
、
後
の
清
書
の
際
に
そ
れ
ら
か
ら
転
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
文
政
十
二
年
本
は
四
巻
か
ら
成
り
、
巻
一
前
に
「
聞
書
／
作
者
考
」
と
し
て
『
中
庸
』
の
作
者
、
及
び
文
献
解
題
が
あ
る
。
尚
、
こ
の

文
献
解
題
の
内
容
は
、『
九
経
談
』
著
録
内
容
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
そ
れ
ら
が
「
ナ
リ
」
文
の
口
語
体
に
変
更
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
巻
一
以
降

は
文
政
五
年
本
と
同
様
に
し
て
、
巻
頭
に
「
中
庸
」
解
釈
、
続
い
て
経
文
の
注
釈
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
文
政
五
年
本
に
比
し
大
幅
に
増
補



さ
れ
、
同
本
で
は
文
章
的
に
未
整
理
で
あ
っ
た
経
文
の
注
釈
は
、
文
脈
等
整
理
さ
れ
、
経
文
各
章
掲
出
後
に
整
然
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
増
補
箇

所
の
中
に
は
、「
錦
城
先
生
晩
年
ニ
中
和
ノ
義
ヲ
発
明
シ
テ
云
…
」「
祐
義
按
ス
ル
ニ
」（「
祐
義
」
＝
忠
岱
名
）
と
、
錦
城
講
説
以
外
の
筆
記
者
忠

岱
に
よ
る
後
補
が
明
確
な
箇
所
も
あ
る
。
文
政
五
年
本
か
ら
の
大
幅
な
増
補
量
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
他
に
も
忠
岱
の
後
補
は
あ
ろ
う
。
ま
た
文
政

五
年
本
に
つ
い
て
も
、
十
二
年
本
の
よ
う
に
明
確
な
記
述
は
無
い
も
の
の
、
錦
城
講
説
以
外
の
後
補
箇
所
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
留

意
し
つ
つ
聞
書
二
点
を
通
覧
し
、
錦
城
の
各
『
中
庸
』
注
釈
書
と
比
考
す
る
に
、
そ
の
主
意
は
大
き
く
翻
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で

こ
れ
ら
聞
書
に
よ
り
、「
中
庸
」
解
釈
に
つ
い
て
の
講
説
を
見
る
と
、
文
政
五
年
本
巻
頭
に
は
、

中
ヲ
漢
魏
以
来
ノ
人
ハ
善
也
ト
釈
ス
。
湯
誥
（
建
中
于
民
）
国
語
（
呉
語
）
ノ
註
ニ
ア
リ
。
コ
レ
ハ
一
番
ノ
妙
解
ナ
リ
。
悪
ヘ
対
ス
ル
カ
ラ

善
ナ
リ
。
過
不
及
ヘ
対
ス
レ
ハ
中
ナ
リ
。
偏
ト
倚
ト
ハ
悪
ナ
リ
。
不
偏
不
倚
ハ
善
ナ
リ
。
善
ヲ
カ
ハ
ラ
ス
ニ
行
カ
中
庸
ナ
リ
。（
括
弧
内
傍

注
）

誠
ハ
内
外
一
致
ナ
リ
。
合
外
内
之
道
ト
誠
ヲ
ト
ク
。
…
誠
ノ
一
字
ハ
中
庸
ノ
二
字
ニ
ナ
ル
。
中
庸
ノ
二
字
ハ
誠
ノ
一
字
ニ
ナ
ル
ナ
リ
。
聖
人

ノ
道
ハ
凡
テ
善
ヲ
カ
ハ
ラ
ス
ニ
行
フ
モ
ノ
ナ
リ
。
ソ
レ
ヤ
ハ
リ
中
庸
ナ
リ
。
善
ト
ハ
孝
弟
仁
義
ノ
総
名
ナ
リ
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
し
く
、『
中
庸
莚
撞
』
序
「
中
者
、
何
也
。
無
過
不
及
也
。
無
偏
倚
也
。
庸
者
、
何
也
。
恒
久
也
。
不
易
也
。
知
過
不

及
之
為
悪
、
則
中
之
善
可
知
也
已
。
知
偏
倚
之
為
悪
、
則
中
之
善
可
知
也
已
。
然
則
行
善
之
不
易
者
、
是
中
庸
也
。」「
誠
者
、
何
也
。
情
実
無
偽

也
。
内
外
一
致
也
。
陰
陽
不
易
也
。
閑
居
独
処
、
稠
人
広
坐
、
行
善
之
不
易
者
、
是
誠
也
。」「
中
庸
者
、
行
善
之
恒
一
不
易
也
。
誠
者
、
行
善
之

純
一
不
已
也
。
然
則
中
庸
二
字
、
乃
誠
之
一
字
也
。
誠
之
一
字
、
乃
中
庸
二
字
也
。」
を
口
語
体
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
判
然

と
す
る
よ
う
に
、
講
義
に
お
け
る
「
中
庸
」
解
釈
は
、
同
序
、
及
び
『
中
庸
原
解
』
に
お
い
て
新
た
に
提
唱
さ
れ
た
「
中
庸
」
＝
「
誠
」
説
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
記
述
は
文
政
十
二
年
本
に
お
い
て
は
、
前
半
部
分
を
「
名
義
」、「
誠
ハ
内
外
一
致
ナ
リ
。」
以
降
の
後
半
部
分
を

「
大
義
」
と
小
題
に
よ
り
二
分
し
、
引
用
文
等
が
増
補
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
よ
り
詳
述
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
講
義
に
お
け
る
「
中
庸
」
解
釈
は
、
錦
城
の
後
年
に
新
た
に
発
明
さ
れ
た
「
中
庸
」
＝
「
誠
」
説
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
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発
表
時
期
に
つ
い
て
、
本
講
義
と
『
中
庸
莚
撞
』
序
、
及
び
『
中
庸
原
解
』
発
表
時
期
と
の
前
後
関
係
を
比
較
す
る
と
、
序
は
文
政
四
年
十
一
月

五
日
、『
中
庸
原
解
』
は
同
時
期
に
は
草
稿
は
完
成
し
て
い
た
も
の
の
、
未
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
文
政
四
年
八
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
行
わ
れ
た
本
講
義
が
最
も
早
い
。
よ
っ
て
本
講
義
の
受
講
者
は
、
錦
城
の
「
中
庸
」
新
説
を
他
者
よ
り
早
い
段
階
か
ら
知
り
得
た
と
言
え
よ

う
。

二
、
諸
資
料
に
見
え
る
「
中
庸
」
解
釈

錦
城
『
中
庸
』
関
係
資
料
に
お
け
る
各
「
中
庸
」
解
釈
を
概
観
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
第
一
義
に
は
、「
中
庸
」
＝
「
二
徳
」
説
が
挙
げ
ら
れ
る
。

同
説
に
つ
い
て
は
、
錦
城
の
第
一
の
『
中
庸
』
注
釈
書
『
中
庸
説
』
以
前
よ
り
主
張
さ
れ
、
以
降
、「
中
庸
」
解
釈
の
根
幹
と
な
る
。
そ
し
て
後

出
各
資
料
に
定
説
化
す
る
が
、
各
資
料
に
お
け
る
「
中
庸
」
解
釈
に
関
す
る
記
述
を
一
覧
す
る
と
、
同
説
に
関
す
る
記
述
は
徐
々
に
整
理
さ
れ
、

『
中
庸
考
（
草
）』
に
至
り
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
後
年
、『
中
庸
考
（
草
）』
を
改
稿
し
た
『
中
庸
原
解
』
に
お
い
て
は
新
た
に
「
中
庸
」
＝

「
誠
」
説
が
発
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
各
資
料
に
お
け
る
各
「
中
庸
」
解
釈
に
関
す
る
記
述
を
掲
出
し
つ
つ
、
錦
城
に
お
け
る
「
中

庸
」
解
釈
の
過
程
に
つ
い
て
整
理
し
、
ま
た
各
資
料
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
掲
出
し
た
各
記
事
に
つ
い
て
、
番
号
は
各
資
料
に
お
け
る

著
録
順
で
、
ま
た
下
部
に
は
、『
中
庸
考
（
草
）』
の
箇
条
書
き
八
項
を
基
準
と
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
附
し
、
他
資
料
の
同
内
容
記
事
と
対
応

さ
せ
た
。

ま
ず
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）、『
中
庸
説
』
に
お
け
る
「
中
庸
」
＝
「
二
徳
」
説
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
簡
潔
に
明
文
化
さ
れ
た
記
述
に
は
、

①
『
中
庸
説
』

１
「
中
者
無
過
不
及
之
徳
也
。」
ａ

２
「
礼
義
者
聖
人
之
所
以
教
中
之
具
、
而
仁
敬
孝
慈
之
諸
徳
…
」
ｈ



３
「
庸
者
恒
久
不
易
之
道
也
。」
ｂ

４
「
経
伝
所
謂
恒
常
経
典
彜
夷
皆
同
、
又
猶
祗
粛
寅
欽
之
於
敬
也
。」
ｄ

５
「
夫
中
庸
者
二
徳
之
名
…
」
ｆ

等
が
あ
る
。
そ
れ
が
同
書
に
つ
い
て
述
べ
た
「
与
亀
田
公
龍
書
」
に
お
い
て
は
、

②
「
与
亀
田
公
龍
書
」

１
「
夫
中
庸
者
二
徳
之
名
…
」
ｆ

２
「
中
之
為
無
過
不
及
之
徳
者
…
」
ａ

３
「
庸
之
与
典
経
恒
常
彜
夷
相
通
者
…
」
ｄ

４
「
其
（「
庸
」）
為
経
久
不
易
之
徳
者
…
」
ｂ

５
「
中
之
出
礼
義
者
…
中
者
所
以
行
礼
義
之
用
、
而
礼
義
者
所
以
教
中
之
具
…
」
ｈ

６
「
庸
者
仁
敬
孝
慈
之
諸
徳
、
所
以
一
定
不
移
、
始
終
勿
易
也
」
ｃ

と
、
六
項
に
大
別
さ
れ
、『
中
庸
説
』
に
お
け
る
「
中
」「
庸
」
の
定
義
に
関
す
る
記
述
が
整
理
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
寛
政
四
年

（
一
七
九
二
）『
中
庸
考
（
草
）』
に
至
り
、
既
述
の
通
り
以
下
の
八
項
と
し
て
、「
中
」「
庸
」
及
び
「
中
庸
」
の
定
義
は
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
。
尚
、

参
考
と
し
て
下
部
に
は
、『
中
庸
説
』（
略
『
説
』）、「
与
亀
田
公
龍
書
」（
略
「
亀
」）、『
九
経
談
』（
略
『
九
』）
に
対
応
す
る
各
記
事
掲
出
番
号

を
附
し
た
。「
＊
」
記
号
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
解
釈
は
一
致
す
る
も
の
の
、
そ
れ
に
つ
い
て
特
に
簡
潔
に
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

⑥
『
中
庸
考
（
草
）』

１
「
中
者
無
過
不
及
之
徳
」
ａ
（『
説
』
１
、「
亀
」
２
、『
九
』
１
）

２
「
庸
者
経
久
不
易
之
徳
」
ｂ
（『
説
』
３
、「
亀
」
４
、『
九
』
２
）

３
「
中
庸
二
者
聖
賢
所
重
」
ｃ
（『
説
』
＊
、「
亀
」
６
、『
九
』
５
６
）
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４
「
庸
恒
常
彜
夷
経
典
同
　
庸
如
祗
庸
欽
粛
寅
恪
敬
同
」
ｄ
（『
説
』
４
、「
亀
」
３
、『
九
』
３
）

５
「
中
衷
同
」
ｅ
（『
説
』
該
当
無
、「
亀
」
該
当
無
、『
九
』
７
）

６
「
中
庸
之
徳
」
ｆ
（『
説
』
５
、「
亀
」
１
、『
九
』
４
＊
）

７
「
中
之
道
」
ｇ
（『
説
』
該
当
無
、「
亀
」
該
当
無
、『
九
』
該
当
無
）

８
「
中
礼
義
教
中
之
具
」
ｈ
（『
説
』
２
、「
亀
」
５
、『
九
』
５
６
）

こ
れ
ら
は
、
次
の
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
年
刊
『
九
経
談
』
に
お
い
て
も
、

⑦
『
九
経
談
』

１
「
中
者
無
過
不
及
之
徳
」
ａ

２
「
庸
者
経
久
不
易
之
徳
」
ｂ

３
「
庸
恒
常
彜
経
典
六
字
同
義
、
猶
欽
寅
祗
恪
粛
敬
六
字
同
義
也
。」
ｄ

４
「
中
庸
二
徳
之
名
、
而
諸
徳
之
矩

也
。」
f’

５
「
中
庸
是
諸
徳
之
則
也
。
故
古
経
言
常
徳
・
庸
徳
・
恒
徳
・
経
徳
矣
。」
ｃ
ｈ

６
「
中
庸
諸
徳
之
則
、
而
礼
義
教
中
之
具
。」
ｃ
ｈ

７
「
中
字
有
至
当
之
義
焉
。
有
節
適
之
義
焉
。
古
書
多
与
衷
通
。」
ｅ

と
、
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

『
中
庸
説
』
か
ら
『
九
経
談
』
に
至
る
ま
で
、
終
始
一
貫
し
て
「
中
庸
」
＝
「
二
徳
」
説
が
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）、

「
中
庸
」
＝
「
誠
」
と
す
る
新
た
な
発
明
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
に
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
門
人
伊
藤
忠
岱
『
中
庸
莚
撞
』
の
序
に
お

い
て
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
自
著
『
中
庸
原
解
』
に
も
転
載
さ
れ
て
い
る
。
既
述
の
と
お
り
、
そ
れ
は
本
来
『
中
庸
原
解
』
で
発
表
さ
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
刊
行
が
遅
れ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
「
中
庸
」
＝
「
誠
」
説
に
つ
い
て
は
、



⑨
伊
藤
忠
岱
『
中
庸
莚
撞
』
錦
城
序
（
⑩
『
中
庸
原
解
』
序
所
収
）

１
「
中
者
、
何
也
。
無
過
不
及
也
。
無
偏
倚
也
。」

２
「
庸
者
何
也
。
恒
久
也
。
不
易
也
。
知
過
不
及
之
為
悪
、
則
中
之
善
可
知
也
已
。
知
偏
倚
之
為
悪
、
則
中
之
善
可
知
也
已
。」

３
「
然
則
善
行
之
不
易
者
、
是
中
庸
也
。」

４
「
誠
者
、
何
也
。
情
実
無
偽
也
。
内
外
一
致
也
。
陰
陽
不
易
也
。
閑
居
独
処
、
稠
人
広
坐
、
行
善
之
不
易
者
、
是
誠
也
。
戴
徳
所
記
、
文
王
官

人
曰
、
外
内
不
合
、
陰
陽
克
易
者
、
非
誠
者
也
。
誠
之
純
一
不
易
、
先
秦
之
人
、
既
能
言
之
。」

５
「
中
庸
者
、
行
善
之
恒
一
不
易
也
。
誠
者
、
行
善
之
純
一
不
已
也
。
然
則
中
庸
二
字
、
乃
誠
之
一
字
也
。
誠
之
一
字
、
乃
中
庸
二
字
也
。」

と
あ
る
。
そ
れ
は
５
に
端
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
中
庸
」
＝
「
誠
」
は
「
善
を
変
わ
ら
ず
に
行
う
こ
と
」
と
す
る
。
ま
た
こ
の
新
説

は
、
同
時
期
の
講
義
に
お
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
錦
城
『
中
庸
』
関
係
資
料
に
お
け
る
各
「
中
庸
」
解
釈
を
一
覧
す
る
と
、
そ
の
多
く
は
後
出
資
料
へ
と
踏
襲
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ

ら
は
相
互
に
関
連
性
が
あ
る
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
明
和
七
年
（
一
七
七
一
）
か
ら
始
ま
る
錦
城
の
『
中
庸
』
研
究
、
ま
た
そ
れ
ら
の

成
果
で
あ
る
各
著
述
に
つ
い
て
、
試
み
に
そ
の
過
程
を
各
々
植
物
の
成
長
過
程
に
譬
え
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

※
「
従
兄
伯
恒
受
読
此
書
」（『
中
庸
原
解
序
』）（
播
種
）

↓

※
吉
田
篁

「
中
庸
」
解
釈→

篁

「
中
庸
説
」（
養
分
）

③
『
中
庸
説
』
④
「
辨
吉
資
坦
中
庸
説
」（
発
芽
）→

②
「
与
亀
田
公
龍
書
」（
成
長
）

↓

※
荻
生
徂
徠
『
中
庸
解
』（
養
分
）

⑤
『
中
庸
解
』
書
入
（
蕾
）→

⑥
『
中
庸
考
（
草
）』（
開
花
）
…→

⑦
『
九
経
談
』（
落
花
）

↓

⑩
『
中
庸
原
解
』（
＝
⑨
『
中
庸
莚
撞
』
序
）（
結
実
）
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↓
※
講
義
（
落
果
）→

受
講
（
採
種→

播
種
）

↓

⑪
『
中
庸
聞
書
』
文
政
五
年
本
＝
⑫
『
中
庸
聞
書
』
文
政
十
二
年
本
（
発
芽
）

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）、
七
歳
の
時
に
種
を
播
か
れ
た
錦
城
の
『
中
庸
』
研
究
は
、
吉
田
篁

の
『
中
庸
』
研
究
、
及
び
そ
の
著
「
中
庸
説
」

か
ら
養
分
を
得
た
形
で
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
③
『
中
庸
説
』
と
し
て
発
芽
す
る
。
そ
の
芽
は
②
「
与
亀
田
公
龍
書
」
と
い
う
若
葉
を
出
し
、

ま
た
徂
徠
の
『
中
庸
解
』
と
い
う
養
分
を
得
て
⑤
『
中
庸
解
』
書
入
と
い
う
蕾
と
な
り
、
播
種
後
約
二
十
年
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
⑥
『
中

庸
考
（
草
）』
と
し
て
開
花
す
る
。
そ
し
て
落
花
し
て
⑦
『
九
経
談
』
と
な
り
、
ま
た
開
花
後
約
三
十
年
を
経
て
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
⑩

『
中
庸
原
解
』
と
し
て
新
た
に
実
を
結
ぶ
。
さ
ら
に
そ
の
実
は
講
義
に
お
い
て
落
果
し
、
こ
れ
ま
で
の
錦
城
『
中
庸
』
研
究
が
集
約
さ
れ
た
種
と

な
り
、
そ
の
種
は
受
講
者
に
よ
っ
て
、
採
種
、
播
種
さ
れ
、
そ
れ
が
新
た
に
発
芽
し
⑪
⑫
『
中
庸
聞
書
』
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
錦
城
『
中
庸
』
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
各
資
料
を
時
系
列
に
概
観
す
る
の
み
に
よ
っ
て
も
、
錦
城
の
『
中
庸
』
研
究
に
お
け
る
方
法
、

過
程
の
一
端
が
見
え
て
こ
よ
う
。
そ
れ
は
、「
因
徴
之
古
」（「
与
亀
田
公
龍
書
」）「
自
以
為
略
窺
古
人
之
微
意
矣
。」（『
中
庸
原
解
』
自
序
）
と

す
る
よ
う
に
、
経
書
等
古
典
を
渉
猟
し
て
そ
こ
か
ら
例
証
と
し
て
の
引
用
を
列
挙
す
る
と
い
う
実
証
的
に
解
釈
し
て
い
く
方
法
で
あ
る
。
ま
た
そ

れ
は
錦
城
の
豊
富
な
読
書
量
、
ま
た
知
識
量
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
窺
知
さ
れ
る
。
今
後
は
さ
ら
に
、
各
資
料
の
各
々
再
考
す
べ
き
課
題
、
ま

た
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
詳
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
錦
城
の
『
中
庸
』
研
究
の
全
体
像
を
総
括
し
て
い
き
た
い
。

本
稿
の
作
成
に
当
た
り
、
伊
藤
祐
俊
氏
、
慶
応
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
国
立
国
会
図
書
館
、
静
嘉
堂
文
庫
、
筑
波
大
学
中
央
図



書
館
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
五
十
音
順
）
に
は
、
調
査
、
閲
覧
に
際
し
御
高
配
を
賜
り
、
ま
た
加
賀
市
歴
史
民
俗

資
料
館
蔵
錦
城
自
筆
資
料
の
複
写
本
に
つ
い
て
は
、
町
泉
寿
郎
二
松
學
舍
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
講
師
所
蔵
資
料
に
よ
る
も
の
で
、
そ

れ
ら
各
氏
、
各
機
関
の
ご
協
力
無
く
し
て
は
本
稿
を
成
し
え
ず
、
末
文
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

﹇
注
﹈

（
１
）

名
元
貞
、
字
公
幹
・
才
佐
、
号
錦
城
。
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
生
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
没
、
享
年
六
十
一
。
錦
城
に
関
し
て
は
、
井
上
善
雄
『
大
田

錦
城
伝
考
』
上
・
下
（
加
賀
市
文
化
財
専
門
委
員
会
・
江
沼
地
方
史
研
究
会
／
上
・
昭
和
十
四
年
、
下
・
昭
和
四
十
八
年
）、
中
村
春
作
・
桜
井
進
・
岸
田
知

子
・
滝
野
邦
雄
・
塩
出
雅
・
加
地
伸
行
著
『
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
26

皆
川
淇
園
・
大
田
錦
城
』（
明
徳
出
版
社
／
昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十
日
）
所
収
「
大

田
錦
城
」、
金
谷
治
「
日
本
考
証
学
の
成
立
―
大
田
錦
城
を
中
心
と
し
て
」（
源
川
了
圓
編
『
江
戸
後
期
の
比
較
文
化
研
究
』
所
収
／
ぺ
り
か
ん
社
／
一
九
九
〇
年

一
月
二
十
日
）
等
を
参
照
。

（
２
）

そ
の
記
録
が
残
る
最
も
早
く
は
、
吉
田
藩
主
松
平
信
明
世
子
信
順
に
対
し
て
行
っ
た
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
年
六
月
二
十
一
日
の
講
義
（
柴
田
伸
吉
編
『
大

田
錦
城
・
同
晴
軒
に
関
す
る
史
料
』
／
柴
田
伸
吉
／
昭
和
十
五
年
八
月
／
所
収
文
化
十
年
六
月
二
十
一
日
付
柴
田
猪
助
宛
福
島
留
吉
書
簡
曰
「
世
子
御
講
釈
中
庸

も
相
終
尚
書
始
申
候
…
」）
で
、
次
に
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
秋
、
京
都
か
ら
の
帰
京
後
、
三
男
晴
軒
と
と
も
に
し
た
講
義
（『
中
庸
原
解
』
自
序
「
庚
辰
之
秋
、

帰
自
京
師
、
与
児
敦
、
講
中
庸
孟
子
大
義
。」）、
続
い
て
講
義
録
が
残
る
同
四
年
八
月
か
ら
十
月
の
講
義
、
さ
ら
に
同
六
年
一
月
二
十
九
日
に
も
講
義
さ
れ
た
と

い
う
記
録
（
柴
田
同
前
書
文
政
六
年
一
月
二
十
九
日
付
福
島
献
吉
宛
福
島
留
吉
書
簡
曰
「
今
廿
九
日
も
錦
城
中
庸
初
日
に
御
座
候
…
」）
が
あ
る
。

（
３
）

名
祐
義
、
字
忠
岱
、
号
鹿
里
・
潜
竜
斎
・
仰
継
堂
。
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
生
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
没
、
享
年
六
十
一
。
信
濃
に
生
ま
れ
た
忠
岱
は
、

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）、
江
戸
の
錦
城
に
入
門
す
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
同
三
年
頃
よ
り
、
京
都
の
吉
益
家
と
交
流
を
持
ち
、
同
八
年
頃
よ
り
吉
益
南
涯

に
医
学
を
学
ん
で
お
り
、
医
学
、
漢
学
、
及
び
蘭
学
に
通
じ
た
。
錦
城
は
『
中
庸
莚
撞
』
等
忠
岱
著
書
数
点
に
序
し
、
ま
た
忠
岱
も
錦
城
の
『
大
学
原
解
』
に
後

序
を
呈
し
て
い
る
他
、
同
書
及
び
『
中
庸
原
解
』
の
校
訂
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
忠
岱
は
錦
城
同
門
の
中
で
も
評
価
が
高
く
近
し
い
存
在
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

（
４
）

加
賀
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
錦
城
自
筆
本
。
以
下
、
同
館
蔵
錦
城
自
筆
本
に
つ
い
て
は
全
て
複
写
本
を
使
用
。
該
本
は
、
表
紙
に
「
春
草
堂
外
集
　
偽
学
辨
」

と
あ
り
、
乾
坤
二
冊
よ
り
成
る
。
半
葉
九
行
の
用
箋
に
一
行
二
十
字
内
外
、
低
二
隔
に
て
錦
城
按
語
が
記
さ
れ
、
眉
注
も
散
見
す
る
。
第
一
冊
末
「
太
和
天
明
丁

未
冬
十
一
月
望
雨
雪
漫
々
貞
識
于
爐
畔
」、
ま
た
続
い
て
そ
の
裏
表
紙
裏
書
入
に
「
戊
申
十
月
既
望
霜
月
明
潔
貞
再
識
于
寒
燈
下
」「
是
月
二
十
三
日
元
貞
再
識
」、

さ
ら
に
第
一
冊
末
眉
欄
に
「
庚
戌
正
月
二
十
二
日
元
貞
書
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
文
は
概
ね
天
明
七
年
に
成
っ
た
が
、
翌
八
年
に
若
干
の
補
筆
が
あ
り
、
寛
政

二
年
（
一
七
九
〇
）
に
眉
注
が
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
現
存
に
つ
い
て
は
、『
国
書
総
目
録
』
は
関
儀
一
郎
『
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
集
成
』
を
典

拠
と
し
て
著
録
す
る
の
み
で
不
明
。
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（
５
）

錦
城
「
漾
萍
結
花
序
」（『
春
草
堂
集
』
／
尊
経
閣
叢
刊
／
昭
和
十
三
年
五
月
／
前
田
育
徳
財
団
／
巻
五
所
収
）
に
、「
浪
遊
北
郊
、
寓
于
江
戸
羽
生
正
覚
院
、

謁
僧
尊
秀
…
帰
家
之
後
、
撮
其
要
、
極
論
陰
奪
陽
責
之
妄
、
作
偽
学
辨
。」
と
あ
る
。

（
６
）
『
春
草
堂
集
』
巻
五
所
収
。
亀
田
公
龍
、
名
翼
、
長
興
、
興
、
字
公
龍
、
穉
龍
、
通
称
弥
吉
、
文
左
衛
門
、
号
鵬
斎
、
善
身
堂
。
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
生
、

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
没
。
享
年
七
十
五
。
江
戸
に
生
ま
れ
、
井
上
金
峨
に
学
び
、
錦
城
先
師
山
本
北
山
と
は
同
門
。
前
掲
注
（
１
）
井
上
書
（
四
四
七
〜
八

頁
）
に
よ
れ
ば
、
錦
城
と
鵬
斎
（
公
龍
）
と
の
交
流
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
錦
城
二
十
歳
に
始
ま
る
。

（
７
）

初
め
名
坦
、
字
資
坦
、
通
称
林
庵
、
後
に
名
漢
官
、
字
学
儒
、
通
称
坦
蔵
、
号
竹
門
、
篁

。
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
生
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
没
。

享
年
五
十
四
。
水
戸
藩
医
、
明
和
中
侍
医
と
な
り
、
儒
学
は
井
上
金
峨
に
学
ぶ
。
前
掲
注
（
１
）
井
上
書
（
四
五
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
錦
城
と
篁

と
の
交
流
は

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
錦
城
二
十
二
歳
に
始
ま
る
。
両
者
の
親
交
に
つ
い
て
、
錦
城
に
は
、「
篁

先
生
歌
」（『
春
草
堂
集
』
巻
三
所
収
）
等
詩
文
が
あ
り
、

ま
た
篁

の
『
論
語
集
解
考
異
』
を
贈
ら
れ
た
返
事
と
し
て
寛
政
三
年
一
月
十
日
付
「
報
吉
篁

書
」（『
春
草
堂
集
』
巻
七
所
収
）
等
書
簡
も
残
る
。

（
８
）

加
賀
市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
錦
城
自
筆
本
。
該
本
の
元
表
紙
に
は
、「
詩
論
／
中
庸
説
／
駁
吉
資
坦
中
庸
説
／
考
訂
大
学
／
考
訂
大
学
後
序
／
考
訂
大
学
三

説
／
答
井
田
生
論
大
学
正
心
書
／
答
難
者
／
与
大
島
無
害
書
」
又
「
天
明
戊
申
新
著
／
春
草
堂
」
と
あ
る
よ
う
に
、
全
九
篇
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。『
中
庸
説
』

は
、
無
界
無
辺
半
葉
十
行
二
十
字
全
二
十
二
丁
、
第
十
一
丁
裏
第
五
行
ま
で
が
「
中
庸
説
」、
次
行
よ
り
「
辨
吉
資
坦
中
庸
説
」（
元
表
紙
作
「
駁
吉
資
坦
中
庸
説
」）

が
続
く
。
巻
頭
に
「
中
庸
説
／
日
東
儒
者
大
田
元
貞
撰
」、
末
に
「
寛
政
改
元
己
酉
秋
八
月
十
八
日
春
草
堂
主
人
校
訂
」
と
あ
る
。
ま
た
「
己
酉
六
月
」
と
あ
る

寛
政
元
年
の
眉
注
が
あ
る
。
成
立
年
は
明
確
で
は
な
い
が
、
本
書
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
与
亀
田
公
龍
書
」
の
末
「
元
貞
再
拝
四
月
二
十
一
日
」
に
よ
り

同
日
以
前
と
し
、
末
の
校
訂
年
次
に
よ
り
、
そ
の
寛
政
元
年
校
訂
本
と
す
る
。
そ
の
他
の
現
存
に
つ
い
て
は
、『
国
書
総
目
録
』
は
堤
朝
風
『
近
世
名
家
著
述
目

録
』
を
典
拠
と
し
て
著
録
す
る
の
み
で
不
明
。

（
９
）

鄭
玄
に
対
し
て
は
、「
中
庸
」
を
「
二
徳
」
と
解
す
る
こ
と
は
『
周
礼
』
春
官
・
太
司
楽
（「
以
楽
徳
教
国
子
、
中
和
祗
庸
孝
友
」）
に
明
ら
か
な
た
め
、
三
礼

に
通
じ
る
鄭
玄
が
そ
の
説
を
採
ら
な
い
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
一
方
、
程
子
が
「
不
偏
之
謂
中
、
不
易
之
謂
庸
」、
朱
子
が
「
中
庸
者
無
過
不
及
、
而
平

常
之
理
」
と
「
中
庸
」
を
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
「
解
」
は
正
し
く
な
く
は
な
い
が
、
そ
の
「
意
」
は
「
聖
賢
之
意
」
と
大
い
に
異
な
る
と

し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
仏
家
の
言
に
よ
り
経
伝
を
付
会
し
て
い
る
と
し
て
批
難
し
て
い
る
。
ま
た
徂
徠
が
「
中
庸
」
を
「
徳
之
不
甚
高
、
易
行
者
、
孝
弟
忠
信

之
類
」
と
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
『
中
庸
』
第
十
五
章
の
「
君
子
之
道
、
辟
如
行
遠
必
自
邇
、
辟
如
登
高
必
自
卑
」
を
誤
解
し
た
こ
と
に
よ
る
誤
謬
と

し
て
い
る
。

（
10
）

前
掲
注
（
７
）「
報
吉
篁

書
」
に
お
い
て
も
、
篁

の
学
を
讃
え
て
も
い
る
が
、
自
身
と
の
解
釈
、
そ
の
方
法
論
等
の
相
違
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）

加
賀
市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
。

（
12
）

成
立
年
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
忠
岱
『
中
庸
莚
撞
』
の
文
政
四
年
錦
城
序
「
予
近
草
中
庸
原
解
、
既
成
。
板
本
未
成
。」
に
よ
る
。

（
13
）

堤
朝
風
『
近
代
名
家
著
述
目
録
』
錦
城
の
項
に
は
「
中
庸
考
」
と
著
録
さ
れ
、
関
儀
一
郎
『
近
世
漢
学
者
伝
記
著
作
大
事
典
』、
及
び
『
国
書
総
目
録
』
に
は

「
中
庸
考
二
巻
」「
中
庸
考
草
二
巻
」
と
別
掲
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）
『
国
書
総
目
録
』
に
は
、「
中
庸
考
」
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
文
政
二
年
八
月
〔
武
者
〕
鸞
斎
巌
子
写
本
（
以
下
略
「
国
会
本
」）、
無
窮
会
図
書
館
織
田
文
庫
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所
蔵
石
井
直
明
校
文
化
元
年
子
寛
写
本
（
以
下
略
「
無
窮
会
本
」）、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
本
（
以
下
略
「
東
大
本
」）、
筑
波
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
本

（
以
下
略
「
筑
波
大
本
」）
の
全
四
点
、「
中
庸
考
草
」
は
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
石
井
直
明
校
本
（
以
下
略
「
都
中
央
本
」）、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
石
井
直

明
校
本
（
以
下
略
「
静
嘉
堂
本
」）
の
全
二
点
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
未
著
録
本
と
し
て
、『
中
庸
聞
書
』
の
筆
記
者
伊
藤
忠
岱
自
筆
資
料
に
は
、
い

ず
れ
も
抄
録
本
な
が
ら
『
中
庸
考
』（
書
写
年
不
明
）『
中
庸
考
艸
』（
文
化
十
一
年
八
月
写
）
の
二
点
が
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
注
（
１
）
井
上
書
に
よ
れ
ば
、
加

賀
市
『
錦
城
遺
稿
』
に
は
石
井
直
明
の
校
に
な
る
「
中
庸
考
三
冊
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
本
に
つ
い
て
、
ま
ず
国
会
本
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
書
名

は
「
中
庸
考
草
」
で
あ
り
、「
中
庸
考
」
系
本
に
あ
る
巻
頭
の
『
中
庸
』
文
献
解
題
部
分
も
無
い
。
ま
た
『
中
庸
解
』
書
入
の
年
次
記
事
の
う
ち
一
点
（「
辛
亥
秋

八
月
二
十
四
日
元
貞
書
于
无
妄
窩
中
」）
が
転
写
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
無
窮
会
所
蔵
石
井
直
明
校
本
に
つ
い
て
は
未
見
の
た
め
巻
頭
の
文
献
解
題
部
分
の
有
無

は
不
明
で
あ
る
が
、
同
じ
く
石
井
直
明
校
本
で
あ
る
都
中
央
本
、
静
嘉
堂
本
は
書
名
を
「
中
庸
考
艸
」
と
し
て
、
文
献
解
題
部
分
は
著
録
さ
れ
な
い
。
そ
の
他
、

本
書
は
眉
欄
行
間
の
書
入
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
特
に
行
間
書
入
の
位
置
な
ど
、
そ
の
記
載
順
が
諸
本
に
よ
り
異
同
が
あ
る
。
そ
の
中
で
東
大
本
、
筑

波
大
本
に
つ
い
て
は
、
書
入
記
載
順
が
ほ
ぼ
同
一
の
た
め
同
系
統
の
伝
写
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
書
入
に
あ
る
年
次
記
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
点
（「
辛
亥
秋
九

月
二
日
元
貞
識
」）
が
転
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
二
本
と
国
会
本
と
、『
中
庸
考
』
草
稿
と
を
照
合
す
る
と
、
い
ず
れ
も
各
間
の
相
違
は
大
同
小
異
で
あ
る
が
、

国
会
本
に
は
増
補
箇
所
も
散
見
し
、
比
較
的
東
大
・
筑
波
大
本
の
方
が
草
稿
に
は
近
い
。

（
15
）

享
和
四
年
（
一
八
〇
四
）
成
書
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
刊
行
。
始
め
に
「
総
論
」
を
置
き
、「
孝
経
」「
大
学
」「
中
庸
」「
論
語
」「
孟
子
」「
尚
書
」「
詩
」

「
春
秋
左
氏
」「
周
易
」
の
順
に
、
各
々
古
今
の
諸
家
の
注
釈
・
考
証
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

（
16
）

初
編
に
は
「
畏
天
録
」「
知
命
録
」「
畏
聖
録
」
が
、
後
編
に
は
初
編
三
録
の
他
「
啓
廸
録
」
が
各
々
収
め
ら
れ
、
三
編
は
初
編
後
編
の
遺
漏
を
補
っ
た
も
の
で

あ
る
。
成
書
年
は
、
初
編
末
「
文
化
十
年
癸
酉
六
月
念
五
日
多
稼
軒
主
人
元
貞
識
」
に
よ
る
。

（
17
）

文
政
四
年
刊
行
。
仰
継
堂
蔵
板
。
忠
岱
に
関
し
て
は
前
掲
注
（
３
）
参
照
。

（
18
）

文
政
五
年
六
月
二
十
五
日
自
序
、
文
政
七
年
跋
刊
。
巻
一
荒
井
尭
民
等
校
、
巻
二
伊
藤
忠
岱
等
校
、
巻
三
大
田
晩
成
等
校
。
前
掲
伊
藤
忠
岱
『
中
庸
莚
撞
』
の

文
政
四
年
錦
城
序
に
「
予
近
草
中
庸
原
解
、
既
成
板
本
、
未
成
。」
と
あ
り
、
同
年
に
は
ほ
ぼ
成
書
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
年
代
順
は
自
序
の
年
に
よ
る
。

（
19
）
「
道
徳
中
庸
之
中
、
与
射
之
中
、
本
是
一
義
也
。
射
之
中
也
。
高
則
過
、
卑
則
不
及
。
偏
乎
左
則
不
中
、
偏
乎
右
亦
然
。
唯
其
得
正
中
也
。
是
其
所
以
的
中
也
。

道
徳
之
中
亦
然
。」
と
始
ま
り
、
ま
た
「
夫
喜
怒
哀
楽
之
未
発
、
謂
之
中
。
発
而
皆
中
節
、
謂
之
中
。
本
仮
射
者
之
辞
也
。
比
射
者
之
巧
也
。
否
則
可
言
怒
発
、

而
不
可
言
楽
発
也
。
是
其
取
射
辞
也
。
明
矣
。
又
其
比
射
事
也
。
明
矣
。」
と
あ
る
。
さ
ら
に
「
夫
射
者
之
発
而
中
、
中
而
後
始
知
所
以
中
者
、
拙
射
也
。
若
其

巧
者
、
引
而
未
発
、
然
能
知
其
所
以
中
而
後
発
也
、
所
謂

之
射
也
。
先
中
而
後
発
、
是
之
謂
也
。
是
可
以
喩
至
誠
聖
人
、
未
発
之
中
矣
。
是
何
以
能
爾
。
習
射

之
巧
、
久
而
熟
、
熟
而
得
其
妙
也
。」
と
射
術
に
よ
り
「
未
発
」「
已
発
」
に
つ
い
て
も
解
し
て
い
る
。
尚
、
こ
れ
に
つ
い
て
島
田
鈞
一
は
、「
此
の
射
術
の
比
喩

に
出
づ
と
の
説
は
、
錦
城
の
創
意
に
出
づ
。
然
れ
ど
も
射
を
以
て
終
始
全
編
を
解
す
る
は
牽
強
を
免
れ
ず
。」
と
し
て
い
る
（
関
儀
一
郎
編
『
日
本
名
家
四
書
註

釈
全
書
』
第
二
巻
学
庸
部
一
所
収
『
中
庸
原
解
』
解
題
／
鳳
出
版
／
昭
和
四
十
八
年
六
月
十
日
）。

（
20
）

慶
応
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

中
庸
聞
書
一
巻
　
錦
城
先
生
講
説
　
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記
　
文
政
五
年
八
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
二
冊
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書
形
二
十
六
・
七
×
十
八
・
七
　
七
行
十
五
字
内
外
注
文
和
漢
混
合
文
小
字
双
行
二
十
四
字
内
外
　
無
点

首
「
中
庸
聞
書
／
錦
城
先
生
講
説
／
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記
」（
全
六
十
九
丁
…
第
一
冊
全
三
十
五
丁
第
二
冊
三
十
四
丁
）

本
文
中
日
付
曰
「
文
政
四
年
九
月
二

十
七
日
」「
十
月
二
日
」「
十
月
七
日
」「
十
月
十
二
日
」「
十
月
十
七
日
」

末
曰
「
文
政
五
年
壬
午
七
月
二
十
五
日
小
諸
藩
中
加
川
隆
禮
／
之
聞
書
請
之
八
月
八

日
写
始
同
十
三
日
與
余
之
聞
／
書
合
而
写
終
」

元
表
紙
曰
「
中
庸
聞
書
」

題
簽
題
「
中
庸
聞
書
」

印
記
「
慶
応
義
塾
／
図
書
館
印
」

（
21
）

伊
藤
祐
俊
氏
所
蔵
伊
藤
忠
岱
旧
蔵
資
料
。

中
庸
聞
書
四
巻
　
錦
城
太
田
先
生
講
説
　
伊
藤
祐
義
筆
記
　
〔
文
政
四
年
筆
記
〕
文
政
十
二
年
七
月
伊
藤
忠
岱
写
本
　
全
四
冊

書
形
二
十
七
・
〇
×
十
九
・
〇
　
六
行
十
五
字
内
外
注
文
和
漢
混
合
文
小
字
双
行
二
十
四
字
内
外
　
無
点

首
「
聞
書
／
作
者
考
」（
全
二
丁
）

次
「
中
庸
聞
書
巻
壹
／
錦
城
太
田
先
生
講
説
／
信
濃
伊
藤
祐
義
忠
岱
筆
記
／
名
義
」（
全
三
十
三
丁
）

以
下
至
巻
四
（
巻

二
全
三
十
一
丁
、
巻
三
全
二
十
八
丁
、
巻
四
全
二
十
八
丁
）

末
曰
「
文
政
十
二
年
己
巳
七
月
清
書
／
蓼
山
伊
藤
祐
義
」
元
表
紙
「
中
庸
聞
書
」

題
簽
題
「
中

庸
聞
書
」
又
「
太
田
錦
城
先
生
講
説
」

（
22
）

講
義
の
開
講
日
、
日
程
、
及
び
回
数
に
つ
い
て
は
、
文
政
五
年
本
に
記
録
さ
れ
た
講
義
日
付
に
よ
り
、
推
測
さ
れ
る
。
同
本
に
記
録
さ
れ
た
日
付
は
「
文
政
四

年
九
月
二
十
七
日
」「
十
月
二
日
」「
十
月
七
日
」「
十
月
十
二
日
」「
十
月
十
七
日
」
の
五
日
で
、
巻
頭
に
は
日
付
記
事
が
無
く
、
正
確
な
開
講
日
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
に
つ
い
て
は
記
録
さ
れ
た
日
付
記
事
と
各
日
の
聞
書
筆
記
量
か
ら
逆
算
す
る
と
文
政
四
年
八
月
二
十
七
日
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
他
日
付
が
記
録
さ

れ
て
い
な
い
講
義
日
に
つ
い
て
も
同
様
に
類
推
す
る
と
、
講
義
は
開
講
日
以
降
二
と
七
の
日
に
、
文
政
四
年
八
月
二
十
七
日
か
ら
十
月
二
十
二
日
ま
で
計
十
二
回

に
亙
っ
て
行
わ
れ
た
。
尚
、
こ
の
間
、
錦
城
は
他
に
『
論
語
』『
荀
子
』
に
つ
い
て
も
講
義
し
て
い
た
こ
と
が
、
忠
岱
の
旧
蔵
資
料
に
残
る
各
聞
書
に
よ
り
判
明

す
る
。

（
23
）

末
の
書
写
識
語
に
、「
文
政
五
年
壬
午
七
月
二
十
五
日
小
諸
藩
中
加
川
隆
禮
之
聞
書
請
之
、
八
月
八
日
写
始
同
十
三
日
與
余
之
聞
書
合
而
写
終
」
と
あ
る
。
加

川
隆
禮
は
、
錦
城
門
人
で
あ
り
『
中
庸
原
解
』
に
序
を
呈
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
生
卒
年
等
詳
細
は
不
明
。

（
24
）

文
政
五
年
本
、
十
二
年
本
と
も
に
、
経
文
は
特
に
章
立
て
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
概
ね
『
中
庸
原
解
』
の
分
章
全
三
十
三
章
に
則
り
、
章
に
よ
っ
て
は
適
宜
分

段
が
あ
る
。
尚
、
冒
頭
「
中
庸
」
解
釈
か
ら
第
一
章
に
あ
た
る
経
文
の
注
釈
に
つ
い
て
は
こ
の
体
裁
に
該
当
せ
ず
、
引
用
文
も
注
釈
の
「
〜
ナ
リ
」
文
の
中
に
混

入
さ
れ
て
い
る
。


